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あなたは独りじゃない

[イザヤ書 46章3～4節]
わたしに聞け、ヤコブの家よ
イスラエルの家の残りの者よ、共に。
[bookmark: _Hlk182703152]あなたたちは生まれた時から負われ
胎を出た時から担われてきた。
同じように、わたしはあなたたちの老いる日まで
白髪になるまで、背負って行こう。
わたしはあなたたちを造った。
わたしが担い、背負い、救い出す。

［ルカによる福音書18章15節～17節］
[bookmark: 42018015][bookmark: 42018016][bookmark: 42018017]イエスに触れていただくために、人々は乳飲み子までも連れて来た。弟子たちは、これを見て叱った。しかし、イエスは乳飲み子たちを呼び寄せて言われた。「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのような者たちのものである。はっきり言っておく。子供のように神の国を受け入れる人でなければ、決してそこに入ることはできない。」

[1]　あなたの中の「子ども」を大切に
今日は「子供祝福式」の礼拝です。いつまでが「子供」の時であり、いつからが「大人」なのか、というのは、一概に言えないと思います。いま日本では18才が成人とみなされるということになりましたけれども、それも「成人」という解釈のひとつの目安がその年ということで、他の国はまた違ったりします。でも一つ確かに言えることがあるとすれば、大人はみな子ども時代を経験して生きて、今がある、ということです。

私は今日の聖書箇所を読んでいていつも嬉しくなるのは、イエス・キリストは、子どもという存在を、何か社会的地位があるとかないとか、何か才能があるとかないとか、そんなこととは関わりなく喜んで迎え入れておられる、ということです。何しろこのルカ福音書では「乳飲み子までも」と書いてあります。その子は、これから成長するのです。社会的な評価、人間的な評価以前の、「いのち」そのものと言ってもいいのではないでしょうか。その子ども・乳飲み子を、主は招いていて下さいます。そしておっしゃいます。「神の国はこのような者たちのものである。はっきり言っておく。子供のように神の国を受け入れる人でなければ、決してそこに入ることはできない。」　これは、今度は私たちに向かって、大人に向かって言われていることです。子どもという存在こそ、神の国にふさわしい。あなたがた大人はどうだ？あなたたちは色々理屈をこねるかもしれない。しかし本当に理屈を超え、単純に、幼な子の心を持ちながら、「神の国」を信じているだろうか？と。あなたがたにも信じる力が備わっているはずだ。幼な子を見なさい。彼らは、信じなければ生きて行けない存在なんだ、切ないほどに「信じる」ということをしている。あなたがたの中にも「子どもの心」がある筈だ、それを大事にして欲しいとイエス様はおっしゃっているのではないかと思います。

[2] 不安や孤独感の中の子育て
 そして、この箇所を読んで改めて思ったことは、私は、これは、イエス様が子どもたちを招きましたという話なのだ、ということもありますけれども、それがどういう状況の中で起こったかというと、まず親たちが、子どもたち（乳飲み子たち）をイエス様の所に連れて来たからなのだ、ということです。乳飲み子は親たちに抱えられてイエス様の許に来たんですね。親たちはなぜイエス様の所の来られたのでしょうか？子どもの健やかな成長を願い、神様の祝福を祈って欲しかったのでしょうか？「イエス様に触れていただくために」とありますので、そういう一面はあると思います。ただ、それと共に、多分多くの場合、今子育てをしている母親が自分の子どもを連れ、子どもと共に、自分もイエス様の所に来たかったのではないかと思います。旧約聖書の「詩編」の言葉の中に、「あなたの重荷を主にゆだねよ」（詩編55:23）という言葉がありますが、イエス様は、私たちが、私たちの人生の課題や重荷と思えるものを持って、イエス様の所に行くことを待っていて下さる方だと聖書は語っていると思います。ですからこの場面でイエス様は「来ることを妨げてはならない」と言われましたけれども、これは母親また父親も含めて言われているのだろうと思います。

私は最近とても興味深いテレビの番組を見ました。それは「NHKスペシャル」で 『ママたちが非常事態！？―最新科学で迫るニッポンの子育て』という番組です。この内容に驚いたのですけれども、結論を言ってしまうと、乳飲み子（赤ちゃん）を与えられることは大きな喜びなのですけれども、人間の子育てというのは、どんな動物よりも厄介で、それを独りで担うことなど実は出来ない、それは科学的にも分かっている、ということなんです。

多くのことはお話し出来ませんが、こういうことなんです。今、小さな子を持つ何と7割の母親が不安や孤独感に苛まれているというのです。実際「産後うつ」になる人は、産後以外の「うつ」の５倍だそうです。「自分が子どものことでこんなに落ち込んだり、自信喪失になるとは思わなかった」とあるお母さんは語っていました。そして「自分は自母親失格なのではないか」と思い詰めてしまうことがあると。この番組で興味深かったのは、それは、お母さん、あなたのせいじゃなく、出産後の「エストロゲン」というホルモンの急激な減少によるものだと言っていたのです。妊娠中はエストロゲンはどんどん増えて胎児を育むけれども、産後にそれが激減すると、脳の神経細胞に影響して強い不安や孤独を感じさせるというのです。で、こういう時に何が大事かというと、「一緒に子育てを担ってくれる存在」だということです。ところが日本ではまだまだ父親が子育てに参加している時間が少なく、お母さんは孤立感や恐れを感じてしまう。又、ベビーシッターの利用率は、データ上アメリカの40％と比べ、たったの２％だそうです。この番組で紹介されていた、古代からの方法で子育てしているアフリカ奥地の集落では、赤ちゃんを集落全体で守っていて、もう幼い子でも、どこかのお母さんが、ちょっと薪を取ってくるからこの子を預かっていてねというと、平然とその通りにするし、母乳を欲しがったりすると他のお母さんが授乳をしたりしているんです。ビックリしました。で、そうやって何が行われているかというと、「共同養育」なのです。

他にも、親を悩ます「夜泣き」の問題を科学的に解明したり、いわゆる「イヤイヤ期」の時期の問題を、人間の脳がゆっくりと発達していくプロセスの中で起こることなのだから、お母さん、あなたの子育てが良くないとか間違っているとかそういうことではないのですよ、という番組でした。気持ちが解放されるような良い番組でした（オンデマンドで視聴可）。この中で、ある専門家の方が語っていました。「人間というのは、孤立して子どもを育てるようには出来ていない」と。また番組の中では、父親の存在が、かなり育児中の母親にとってのイライラの原因になったりすることがあるのだけれども、しかし父親が、一日の中でその母親とゆっくりと対話をする時間を持つことが出来るのなら、それはリラックスした時となり、「自分が受け入れられた」という深い安心を与えられる時となって、そういう身近な存在が大事なのです、と番組で言っていました。

[3] わたしが担い、背負い、救い出す
これらは確かに科学的解明であり、興味深かったのですが、私が思ったことは「人間とは弱い者だなあ」ということです。子育てという本来喜びの事柄が、自分を追い詰めてしまうことになってしまいやすい。聖書はそういう限界を持つ弱い私たちに語りかけているのではないでしょうかね。今日最初に読んで頂いたイザヤ書のみ言葉もこう言っています。イザヤ書46:3～4です。
[bookmark: _Hlk182704380]「あなたたちは生まれた時から負われ　胎を出た時から担われてきた。同じように、わたしはあなたたちの老いる日まで　白髪になるまで、背負って行こう。わたしはあなたたちを造った。わたしが担い、背負い、救い出す。」

これは素晴らしい言葉です。私たちを創造された神が、最後まで、私たちのことを担い、背負って下さるのだ、そして、私たちを滅ぼすのではなく、救って下さるのだと語っているのです。
私はその流れで、主イエス様が「わたしのところに来ることを妨げてはならない」とおしゃって下さっていると思います。主イエスは、我らの弱きを知って憐れんで下さる救い主です。私たちの罪のために死に、そして復活された主は「見よ、わたしは世の終わりまでいつもあなたがたと共にいる」と言われました。私たちは来月クリスマスを迎えますけれども、クリスマスとは、「主、我らと共にいます」ということが実現した日ですね。主は、あなたは独りぼっちで生きないで良い、あなたの重荷をわたしにあずけて生きなさいと、今日も招いていて下さっています。私たちはこの主イエスに祈りながら、委ねながら生活をして行くことが出来ること、それは幸いなことです。

お祈り致します。
神様、この子供祝福式礼拝をありがとうございます。私たちは皆、あなたから創造されました。しかし、私たち、生きる上で様々な不安や恐れに囲まれることもあります。私たちの命を造り、支え、それを担って下さるのはあなたです。そのことを深く信じさせて下さい。どうか、今日集められているご家族一人ひとりを祝福し、また支えて下さい。そして、神様の支えを頂きながら、またお互いのために祈って行くことが出来ますように。主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。
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